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５ ウェブ・コンテンツ制作業（モバイル）について 

(1) 概観 

「職業能力評価基準(ウェブ・コンテンツ制作業（モバイル）)」は、インターネ

ット上で提供される文字・画像・動画・音声・ゲーム等のコンテンツ制作において、

モバイル端末（携帯電話・ＰＨＳ・ＰＤＡ）に焦点をあてています。ウェブ・コン

テンツの制作においては、多様な事業モデルがあるため、ウェブ・コンテンツ制作

業（モバイル）として各分野に共通する業務を対象とし、「企画・営業・管理系」

と「制作系」に分け以下の７職種（２０職務）について、その仕事に携わる方々に

必要な職業能力を整理しています。 

１） 顧客対応や提案活動、システム企画等の営業企画業務を行う「セールス・

エンジニア（営業）」（職務：「受注営業」、「コーディネーション（交渉・

調整）」） 

２） 制作するコンテンツやウェブサイトの分類や目的を設定し、具現化までの

計画決定及びマネジメントを行う「プロデューサー（事業企画・統括）（ビ

ジネスプランナー）」（職務：「事業企画立案」、「事業運営管理」、「外

部連携・調達管理」） 

３） 企画の方向性や仕様の提案、仕様に応じたウェブ・コンテンツ制作を行う

「コンテンツプランナー(コンテンツ企画)」（職務：「コンテンツ企画立案」） 

４） 制作されるコンテンツやウェブサイトの開発から維持・管理を行う「ディ

レクター・ウェブマスター（制作監督・業務管理）」（職務：「設計・制作

ディレクション」、「サイト分析」） 

５） ウェブサイト上において、視覚面での意匠や要素配置を考慮しながら情報

デザインを行う「ウェブデザイン・コンテンツ制作」（職務：「ウェブ・デ

ザイン」、「コンテンツ制作(各種)」、「テスト（デバッグ）」） 

６） 適切なプログラミング言語を使って、顧客や制作側が求めるシステムを構

築する「エンジニア（設計・開発）」（「職務：「機能設計」、「開発言語

及び利用技術設計」、「プログラミング（サーバー側）」、「プログラミン

グ（クライアント側）」、「テスト（デバッグ）」、「システム保守」） 

７） ウェブサイト・コンテンツを適切に運営管理する「サイト運営（ウェブマ

スター）」（職務：「ユーザー関連業務」、「サイト運営業務（更新）」、

「アクセス状況等管理」） 

今回、職業能力評価基準の職種のうち「セールス・エンジニア（営業）」、「ウ

ェブデザイン・コンテンツ制作」、「ディレクター・ウェブマスター（制作監督・

業務管理）」「エンジニア（設計・開発）」、「サイト運営（ウェブマスター）」

について、モデル評価シート・モデルカリキュラム等を作成しました。 
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(2) 検討 

「ウェブ・コンテンツ制作業（モバイル）」におけるモデル評価シート・モデル

カリキュラム等については、中央職業能力開発協会において、特定非営利活動法人

インターネットスキル認定普及協会（理事長 廣瀬 通孝）、一般社団法人モバイ

ル・コンテンツ・フォーラム（代表理事 小川 善美）との連携のもと、基準策定

普及委員会（座長 廣瀬 通孝：東京大学大学院情報工学系研究科教授）を設置し、

検討を行いました。 

 

(3) 「モデル評価シート」について 

訓練の職務「セールス・エンジニア（営業）」、「ウェブデザイン・コンテン

ツ制作」、「エンジニア（設計・開発）（サーバーサイド）」、「エンジニア（設

計・開発）（クライアントサイド）」、「サイト運営（ウェブマスター）」につい

て作成しました。 

 

(4) 「判定目安表（評価ガイドライン）」について 

モデル評価シートにあわせて、訓練の職務「セールス・エンジニア（営業）」、

「ウェブデザイン・コンテンツ制作」、「エンジニア（設計・開発）（サーバーサ

イド）」、「エンジニア（設計・開発）（クライアントサイド）」、「サイト運営

（ウェブマスター）」について作成しました。 

 

(5) 「モデルカリキュラム」について 

モデル評価シートに対応して、「ウェブ・コンテンツ制作（モバイル）科（セー

ルス・エンジニアコース）」、「ウェブ・コンテンツ制作（モバイル）科（ウェブデ

ザイン・コンテンツ制作コース）」、「ウェブ・コンテンツ制作（モバイル）科（エ

ンジニア（設計・開発）（サーバーサイド）コース）」、「ウェブ・コンテンツ制作（モ

バイル）科（エンジニア（設計・開発）（クライアントサイド）コース）」、「ウェブ・

コンテンツ制作（モバイル）科（サイト運営コース）」について作成しました。 

 

(6) 「人材要件確認表」について 

「セールス・エンジニア（営業）」、「コンテンツプランナー(コンテンツ企画)」、

「ディレクター・ウェブマスター（制作監督・業務管理）」、「ウェブデザイン・

コンテンツ制作」、「エンジニア（設計・開発）」、「サイト運営（ウェブマスタ

ー）」（職業能力評価基準ではレベル２に相当）の職務をこなす人材に求める要件

を整理しました。 
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ジョブ・カード様式４〔評価シート〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

訓練の職務　　　ウェブデザイン・コンテンツ制作(職業能力形成プログラム　○○○○型）

　　　　　　　　訓練参加者氏名　　（氏　　　　名）

　　上記の者の訓練期間における訓練職務内容と当社しての職業能力についての評価は、以下のとおりですので、

平成　　年　　月　　日

実習実施企業 （評価責任者氏名・印）

（代表者氏名・代表者印）

Ⅰ　企業実習・ＯＪＴ期間内における職務内容

Ⅱ　職務遂行のための基本的能力　　（「職務遂行のための基準」ごとに、該当する欄に○を記載）

A：常にできている　B：大体できている　C：評価しない　　　 「評価を行わなかった」場合は／（斜線）でＣ欄を消す

Ａ Ｂ Ｃ Ａ Ｂ Ｃ

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

（１）基本的事項 　（「職務遂行のための基準」ごとに、該当する欄に○を記載）

A：常にできている　B：大体できている　C：評価しない　　　 「評価を行わなかった」場合は／（斜線）でＣ欄を消す

Ａ Ｂ Ｃ Ａ Ｂ Ｃ

(1) B001101

(2) B001101

(3) B001101

（２）専門的事項 　（「職務遂行のための基準」ごとに、該当する欄に○を記載）　　　　　（評価基準の出所：モデル評価シート）

A：常にできている　B：大体できている　C：評価しない　　　 「評価を行わなかった」場合は／（斜線）でＣ欄を消す

Ａ Ｂ Ｃ Ａ Ｂ Ｃ

(1) H46012

(2) H46012

(3) H46012

(1) H46012

(2) H46012

(3) H46012

(1) H46012

(2) H46012

(3) H46012

(1) H46012

(2) H46012

(3) H46012

(4) H46012

(5) H46012

(6) H46012

(7) H46012

(8) H46012

(9) H46012

(10) H46012

(11) H46012

(12) H46012

(13) H46012

(14) H46012

平成○年○月○日～
平成○年○月○日

企業実習
又は

ＯＪＴ

インターネットに関
する知識

企業倫理とコンプラ
イアンス

　今後のキャリア形成の参考にしてください。

期　　　間 区分 職　務　内　容

コード

能力ユニット
自己評価 企業評価

職　務　遂　行　の　た　め　の　基　準

働く意識と取組（自
らの職業意識・勤労
観を持ち職務に取り
組む能力）

法令や職場のルール、慣行などを遵守している。

出勤時間、約束時間などの定刻前に到着している。

上司・先輩などからの業務指示・命令の内容を理解して従っている。

仕事に対する自身の目的意識や思いを持って、取り組んでいる。

お客様に納得・満足していただけるよう仕事に取り組んでいる。

Ⅲ　技能・技術に関する能力

能力ユニット
自己評価 企業評価

職　務　遂　行　の　た　め　の　基　準

技術者倫理の遵守

政治経済動向、一般常識などの基本的事項や関係するビジネス分野の知識の習得に取り組んでいる。

会社の事業領域や組織形態や組織構造について概要を理解している。

会社の経営理念や社是・社訓等の内容を理解し、可能な範囲で実践している。

能力ユニット
自己評価 企業評価

職　務　遂　行　の　た　め　の　基　準 コード

パーソナルコンピュータの基本的な使用方法を理解している。

インターネットを利用する際に使用するブラウザやソフトウェアについての概要、特徴を概ね把握し
ている。ウェブサイト・ウェブコンテンツの種類（掲示板、ブログ、インターネットショッピングなど）を概
ね把握している。
職業人としての自覚や社会的責任感、職業倫理を有している。

企業の社会的責任や事業方針について、担当業務部門の取組を理解している。

自社での研修等を通じて、自社の事業に関連する基本的な法令、及びルールの内容を学習している。

上司や先輩の指示に従って、使用機材や保存形式（拡張子）などをコンテンツに合わせて選定する作
業の補助を行っている。

情報の漏洩、コンピュータシステムの破壊など各種リスクによって、信用低下、損害賠償などの経営
上の損失が発生しうることを理解している。

信用取引上の不正、個人情報の漏洩、コンピュータ犯罪やオンライン事故など、情報セキュリティへ
の危機管理の必要性を理解している。各種事故によってお客様からの信用が損なわれることが無いよう、危機管理に対する自覚を徹底して
いる。

モバイル端末に関する種類、特徴、技術的動向、利用可能コンテンツなどの概要を理解している。

各種モバイルインフラに関する基本事項を概ね理解している。

携帯電話事業者（キャリア）、端末の機種ごとの表示可能なデータについて、自らの業務に関連する
ものを概ね把握している。

モバイル端末での表示を前提とした形式のデータ書き出し機能を有するソフトウェアやそのバージョ
ンについて概要を理解している。

サイトに画像・映像が表示される仕組みについて概要を理解している。

セキュリティに関す
る知識

画像・映像制作

実装されたデータに不備がある場合は、上司や先輩の指示に従って、問題点を把握し改善する補助を
行っている。

上司や先輩の指示に従って、モバイル端末で表示される色調を確認・調整し、了承を得ている。

上司や先輩の指示に従って、実装されたデータについて確認し、モバイル端末でサイトを介し表示・
確認している。

制作するコンテンツの企画概要を把握している。

上司や先輩の指示に従って、携帯電話事業者（キャリア）のコンテンツ掲載基準、使用する画像・映
像の版権について確認している。
上司や先輩の助言や指示を受けながら、画像・映像の編集ソフトウェアを使って、コンテンツ企画に
沿った画像・映像の制作を行い、適切な使い方や制作のノウハウを習得するよう努めている。

上司や先輩の指示に従って、イメージを制作するデザイナーと打合せを行い、上司や先輩とともに活
用の最適な方法を検討している。

上司や先輩の指示に従って、画像・映像の設定、データ変換、複数の画像・映像データ合成、画像・
映像のデータ量の設定など、表示を最適化する作業の補助を行っている。

モデル評価シート『ウェブデザイン・コンテンツ制作』 （抜粋） 
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Ⅱ
　

職
務

遂
行

の
た

め
の

基
本

的
能

力

A
B

C

(
1
)

○
ル
ー
ル
、
法
令
の
概
要
及
び
そ
の
理
由
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
た

○
実
態
に
即
し
て
ル
ー
ル
の
見
直
し
を
提
案
し
て
い
た

○
日
常
業
務
で
や
っ
て
は
い
け
な
い
こ
と
を
理
解
し
て
い
た

○
ル
ー
ル
等
に
不
明
点
が
あ
る
場
合
に
は
上
司
等
に
必
ず
確
認
し
て
い
た

○
ど
う
対
応
し
た
ら
よ
い
か
迷
っ
た
と
き
は
、
周
囲
に
相
談
し
て
い
た

○
職
場
の
ル
ー
ル
が
良
く
分
か
っ
て
い
な
か
っ
た

○
ル
ー
ル
を
破
る
こ
と
に
抵
抗
感
が
無
か
っ
た

(
2
)

○
時
間
や
場
所
に
間
に
合
う
よ
う
に
準
備
を
し
て
い
た

○
周
囲
の
模
範
と
な
っ
て
い
た

○
「
必
ず
5
分
前
到
着
」
な
ど
自
ら
ル
ー
ル
を
決
め
て
い
た

○
交
通
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
遅
れ
そ
う
な
と
き
は
必
ず
一
報
を
入
れ
て
い
た

○
生
活
リ
ズ
ム
を
調
え
健
康
管
理
に
配
慮
し
て
い
た

○
無
断
欠
勤
や
遅
刻
す
る
こ
と
が
あ
っ
た

○
夜
更
か
し
な
ど
生
活
リ
ズ
ム
が
不
規
則
だ
っ
た

○
自
分
が
遅
刻
す
る
と
周
囲
に
迷
惑
が
か
か
る
こ
と
を
理
解
し
て
い
な

か
っ
た

A
B

C

(1
)

○
与
え
ら
れ
た
仕
事
に
対
し
、
技
術
者
と
し
て
最
良
の
仕
事
が
で
き
る
よ

う
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
い
た

○
与
え
ら
れ
た
仕
事
に
対
し
、
技
術
者
と
し
て
誠
実
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
特

段
の
注
意
や
指
導
は
要
さ
な
か
っ
た

○
技
術
者
と
し
て
最
低
限
の
約
束
事
、
規
則
な
ど
を
守
ら
な
い
こ
と
が

あ
っ
た

(2
)

○
日
頃
か
ら
日
常
の
業
務
に
照
ら
し
て
、
起
こ
り
う
る
法
的
又
は
倫
理
的

な
問
題
な
ど
問
題
意
識
を
持
ち
仕
事
に
取
り
組
ん
で
い
た

○
概
ね
、
業
務
に
関
連
す
る
法
的
又
は
倫
理
的
な
問
題
に
つ
い
て
は
意
識

し
て
仕
事
に
取
り
組
ん
で
い
た

○
世
の
中
で
起
き
た
法
的
又
は
倫
理
的
な
問
題
に
つ
い
て
無
関
心

で
、
重
要
性
を
理
解
し
て
い
な
か
っ
た

A
B

C

(
1
)

○
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
使
用
方
法
を
理
解
し
て
お
り
、
全
く
問

題
は
な
か
っ
た

○
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
使
用
方
法
を
概
ね
把
握
し
、
実
務
上
は
特

段
の
支
障
は
な
か
っ
た

○
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
基
本
的
な
使
用
方
法
を
理
解
し
て
お

ら
ず
、
日
常
業
務
に
支
障
を
き
た
す
こ
と
が
あ
っ
た

(
2
)

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
際
に
使
用
す
る
ブ
ラ
ウ
ザ
や
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
に
つ
い
て
の
概
要
、
特
徴
を
概
ね
把
握
し
、
全
く
問
題
は
な
か
っ
た

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
際
に
使
用
す
る
ブ
ラ
ウ
ザ
や
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
に

つ
い
て
の
概
要
、
特
徴
を
概
ね
把
握
し
、
実
務
上
は
特
段
の
支
障
は
な
か
っ

た

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
際
に
使
用
す
る
ブ
ラ
ウ
ザ
や
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
に
つ
い
て
の
概
要
、
特
徴
を
把
握
し
て
お
ら
ず
、
日
常
業
務
に
支
障

を
き
た
す
こ
と
が
あ
っ
た

(
3
)

○
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
・
ウ
ェ
ブ
コ
ン
テ
ン
ツ
の
種
類
（
掲
示
板
、
ブ
ロ
グ
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
な
ど
）
を
概
ね
把
握
し
、
全
く
問
題
は
な
か
っ
た

○
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
・
ウ
ェ
ブ
コ
ン
テ
ン
ツ
の
種
類
（
掲
示
板
、
ブ
ロ
グ
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
な
ど
）
を
概
ね
把
握
し
、
実
務
上
は
特
段
の
支
障
は
な

か
っ
た

○
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
・
ウ
ェ
ブ
コ
ン
テ
ン
ツ
の
種
類
（
掲
示
板
、
ブ
ロ
グ
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
な
ど
）
を
把
握
し
て
お
ら
ず
、
日
常
業
務
に
支

障
を
き
た
す
こ
と
が
あ
っ
た

(
1
)

○
常
に
仕
事
を
す
る
目
的
、
自
覚
、
社
会
的
責
任
を
持
っ
て
仕
事
に
取

り
組
ん
で
い
た

○
職
場
の
規
則
や
日
常
業
務
の
ル
ー
ル
、
約
束
事
は
守
り
、
概
ね
与
え
ら
れ

た
仕
事
に
自
覚
、
社
会
的
責
任
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
た

○
社
会
人
と
し
て
敬
語
、
最
低
限
の
マ
ナ
ー
に
問
題
が
あ
っ
た
り
、
約
束

事
な
ど
を
守
ら
な
い
こ
と
が
あ
っ
た

(
2
)

○
企
業
の
社
会
的
責
任
や
事
業
方
針
に
つ
い
て
担
当
部
門
と
し
て
何

を
す
べ
き
か
、
き
ち
ん
と
理
解
し
て
い
た

○
企
業
の
社
会
的
責
任
や
事
業
方
針
に
つ
い
て
担
当
部
門
の
取
り
組
み

を
、
概
ね
理
解
し
て
い
た

○
企
業
人
と
し
て
自
覚
に
問
題
が
あ
り
、
担
当
部
門
の
取
り
組
み
を
理

解
し
て
い
な
か
っ
た

(
3
)

○
研
修
内
容
に
つ
い
て
、
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
メ
モ
を
と
っ
た
り
研
修
後
さ

ら
に
復
習
す
る
な
ど
意
欲
的
に
学
習
で
き
て
い
た

○
研
修
内
容
に
つ
い
て
概
ね
学
習
で
き
て
い
た

○
研
修
を
受
け
て
も
、
理
解
し
て
い
な
か
っ
た

(1
)

○
モ
バ
イ
ル
端
末
に
関
す
る
種
類
、
特
徴
、
技
術
的
動
向
、
利
用
可
能

コ
ン
テ
ン
ツ
な
ど
の
概
要
を
理
解
し
、
受
け
答
え
は
適
切
だ
っ
た

○
モ
バ
イ
ル
端
末
に
関
す
る
種
類
、
特
徴
、
技
術
的
動
向
、
利
用
可
能
コ
ン

テ
ン
ツ
な
ど
の
概
要
を
把
握
し
、
実
務
上
は
特
段
の
支
障
は
な
か
っ
た

○
モ
バ
イ
ル
端
末
に
関
す
る
種
類
、
特
徴
、
技
術
的
動
向
、
利
用
可
能

コ
ン
テ
ン
ツ
な
ど
の
概
要
を
理
解
し
て
い
な
か
っ
た

○
業
務
に
お
い
て
支
障
が
生
じ
、
注
意
や
指
導
が
必
要
で
あ
っ
た

(2
)

○
各
種
モ
バ
イ
ル
イ
ン
フ
ラ
に
関
す
る
基
本
事
項
を
概
ね
理
解
し
、
受

け
答
え
は
適
切
だ
っ
た

○
各
種
モ
バ
イ
ル
イ
ン
フ
ラ
に
関
す
る
基
本
事
項
を
概
ね
把
握
し
、
実
務
上

は
特
段
の
支
障
は
な
か
っ
た

○
各
種
モ
バ
イ
ル
イ
ン
フ
ラ
に
関
す
る
基
本
事
項
に
つ
い
て
理
解
し
て

い
な
か
っ
た

○
日
常
業
務
に
支
障
を
き
た
す
こ
と
が
あ
っ
た

(3
)

○
携
帯
電
話
事
業
者
（
キ
ャ
リ
ア
）
、
端
末
の
機
種
ご
と
の
表
示
可
能
な

デ
ー
タ
に
つ
い
て
、
自
ら
の
業
務
に
関
連
す
る
も
の
に
つ
い
て
概
ね
把

握
し
、
受
け
答
え
は
適
切
だ
っ
た

○
携
帯
電
話
事
業
者
（
キ
ャ
リ
ア
）
、
端
末
の
機
種
ご
と
の
表
示
可
能
な
デ
ー

タ
に
つ
い
て
、
自
ら
の
業
務
に
関
連
す
る
も
の
に
つ
い
て
概
ね
把
握
し
、
実
務

上
は
特
段
の
支
障
は
な
か
っ
た

○
携
帯
電
話
事
業
者
（
キ
ャ
リ
ア
）
、
端
末
の
機
種
ご
と
の
表
示
可
能
な

デ
ー
タ
に
つ
い
て
把
握
し
て
い
な
か
っ
た

○
日
常
業
務
に
支
障
を
き
た
す
こ
と
が
あ
っ
た

企
業

倫
理

と
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス

職
業

人
と

し
て

の
自

覚
や

社
会

的
責

任
感

、
職

業
倫

理
を

有
し

て
い

る
。

企
業

の
社

会
的

責
任

や
事

業
方

針
に

つ
い

て
、

担
当

業
務

部
門

の
取

組
を

理
解

し
て

い
る

。

自
社

で
の

研
修

等
を

通
じ

て
、

自
社

の
事

業
に

関
連

す
る

基
本

的
な

法
令

、
及

び
ル

ー
ル

の
内

容
を

学
習

し
て

い
る

。

画
像

・
映

像
制

作

モ
バ

イ
ル

端
末

に
関

す
る

種
類

、
特

徴
、

技
術

的
動

向
、

利
用

可
能

コ
ン

テ
ン

ツ
な

ど
概

要
を

理
解

し
て

い
る

。

各
種

モ
バ

イ
ル

イ
ン

フ
ラ

に
関

す
る

基
本

事
項

を
概

ね
理

解
し

て
い

る
。

携
帯

電
話

事
業

者
（

キ
ャ

リ
ア

）
、

端
末

の
機

種
ご

と
の

表
示

可
能

な
デ

ー
タ

に
つ

い
て

、
自

ら
の

業
務

に
関

連
す

る
も

の
を

概
ね

把
握

し
て

い
る

。

（
２

）
専

門
的

事
項

 　
（
「
職

務
遂

行
の

た
め

の
基

準
」
ご

と
に

、
該

当
す

る
欄

に
○

を
記

載
）

A
：
常

に
で

き
て

い
る

　
B

：
大

体
で

き
て

い
る

　
C

：
評

価
し

な
い

　
　

　
 「

評
価

を
行

わ
な

か
っ

た
」
場

合
は

／
（
斜

線
）
で

Ｃ
欄

を
消

す

能
力

ユ
ニ

ッ
ト

職
　

務
　

遂
　

行
　

の
　

た
　

め
　

の
　

基
　

準
判

定
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
に

関
す

る
知

識

パ
ー

ソ
ナ

ル
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
の

基
本

的
な

使
用

方
法

を
理

解
し

て
い

る
。

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
を

利
用

す
る

際
に

使
用

す
る

ブ
ラ

ウ
ザ

や
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
に

つ
い

て
の

概
要

、
特

徴
を

概
ね

把
握

し
て

い
る

。

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

・
ウ

ェ
ブ

コ
ン

テ
ン

ツ
の

種
類

（
掲

示
板

、
ブ

ロ
グ

、
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

シ
ョ

ッ
ピ

ン
グ

な
ど

）
を

概
ね

把
握

し
て

い
る

。

Ａ
：
常

に
で

き
て

い
る

　
Ｂ

：
大

体
で

き
て

い
る

　
Ｃ

:評
価

し
な

い
 　

　
「
評

価
を

行
わ

な
か

っ
た

」
場

合
は

／
（
斜

線
）
で

Ｃ
欄

を
消

す

能
力

ユ
ニ

ッ
ト

職
　

務
　

遂
　

行
　

の
　

た
　

め
　

の
　

基
　

準
判

定
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン

技
術
者
倫
理
の
遵
守

技
術
者
と
し
て
の
自
覚
や
社
会
的
責
任
を
も
っ
て
仕
事
を
し
て
い
る
。

日
常
の
業
務
に
関
連
す
る
法
的
又
は
倫
理
的
な
問
題
に
つ
い
て
常
に
問
題
意

識
を
も
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

働
く

意
識

と
取

組
（

自
ら

の
職

業
意

識
・

勤
労

観
を

持
ち

職
務

に
取

り
組

む
能

力
）

法
令

や
職

場
の

ル
ー

ル
、

慣
行

な
ど

を
遵

守
し

て
い

る
。

出
勤

時
間

、
約

束
時

間
な

ど
の

定
刻

前
に

到
着

し
て

い
る

。

Ⅲ
　

技
能

・
技

術
に

関
す

る
能

力

（
１

）
基

本
的

事
項

 　
（
「
職

務
遂

行
の

た
め

の
基

準
」
ご

と
に

、
該

当
す

る
欄

に
○

を
記

載
）

A
：
常

に
で

き
て

い
る

　
B

：
大

体
で

き
て

い
る

　
C

：
評

価
し

な
い

 

能
力

ユ
ニ

ッ
ト

職
　

務
　

遂
　

行
　

の
　

た
　

め
　

の
　

基
　

準
判

定
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン

判
定

目
安

表
（

評
価

ガ
イ

ド
ラ
イ

ン
）

『
ウ

ェ
ブ

デ
ザ

イ
ン

・
コ
ン

テ
ン

ツ
制

作
』

（
抜

粋
）
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時　間
Off-JTの実施

主体
備考

安全衛生作業
他教科

に包含

会員管理 80

カスタマーサポート 80

サイトの運営・管理 100

サイト管理・マーケティング

情報の整理
80

職業能力基礎講習 12

安全衛生 3

企業 倫理 とコ ンプ ライ アン

ス、関連法務、社内のガイド

ライン

6

ウェブ・コンテンツ（モバイル）

に関する理解
18

能力評価 9

安全衛生作業 6

営業サイト運営実務 31

主要な設備機

器、教材
ジョブ・カード、パソコン一式、各種モバイル端末、各種開発ツール

実

技

ＶＤＴ(Visual Display Terminals)作業、安全作業、衛生管理、５Ｓ

（整理、整頓、清掃、清潔、躾）、労働災害の防止

ロールプレイング（カスタマーサポート、クレーム対応）、自社・他社

コンテンツの評価、顧客情報の管理

実技計  37.0時間

座学等（Off-JT）計  85.0時間

有期実習型訓練合計  425.0時間

座

学

等

（
Ｏ

f

f
―

Ｊ

Ｔ

）

学

科

コミュニケーション、グループディスカッション、キャリア形成、キャリ

アコンサルティング（自己理解、自己評価）、ビジネスマナー、電話

応対、ＰＣ操作、顧客対応（挨拶、身だしなみ、態度、言葉遣い、ＣＳ

（Customer Satisfaction））、PDCAの理解、企業活動（事業領域、組

織、経営理念、社是等）の理解、コンプライアンス

安全作業、衛生管理、施設管理、５Ｓ（整理、整頓、清掃、清潔、

躾）、労働災害の防止、リスクアセスメント、メンタルヘルス

自社の企業理念、職業倫理、個人情報管理、情報漏えい対策、ウィ

ルス等のリスク対策、ビジネス知識（業界動向など）の収集、企業倫

理とコンプライアンス、ＣＳＲ(Corporate Social Responsibility)、社

内ガイドライン・ルールの理解、その他関連法規

携帯電話事業者の概要の理解、モバイル端末の種類・特徴の理

解、最新の業界動向、モバイルサイトで表現できるオブジェクトの理

解、モバイルコンテンツ広告の概要・手法、課金の仕組み、会員規

約（利用規約）の解釈・理解、サイト障害の事例、セキュリティに関

する知識、マーケティングの基本

オリエンテーション、ジョブ・カードによる能力評価（企業評価、自己

評価）

学科計  48.0時間

利用規約の理解、会員情報の定期管理、会員データの推移、利用

者層の分析、広告の親和性の分析、会員管理業務の確認・チェッ

ク、トラブル発生時の連絡・相談

言葉遣いや対応態度、カスタマーサポートの業務フローの理解、サ

ポートマニュアルの理解、利用規約に則った対応、難易度の高い問

い合わせへの対応、サポート情報の分析補助、関連部門への対応

補助

コンテンツ更新の運営管理項目・スケジュールの理解、サイトの監

視・チェック、更新作業補助、更新後の動作確認、障害や不備発見

時の報告・対応補助

マーケティングの基本の理解、情報整理・管理業務の進捗管理と報

告、障害や不意発見時の報告・対応補助、コンテンツ利用状況の基

本データの収集・分析補助、自社コンテンツの評価情報の収集

OJT計  340.0時間

訓 練 目 標
企業人としてのビジネススキルを身につけ、ウェブサイト運営に関する基本的事項を理解し、サイトの運営者と

しての業務遂行能力を習得する。

仕 上 が り 像
ウェブ・コンテンツ制作（モバイル）業でのサイト運営管理者のアシスタント業務を通じて職務遂行能力を向上さ

せ、1人前のサイト運営管理者として職務遂行できる。

有期

実習

型訓

練の

内容

職務名又は教科名 職務又は教科の内容

実

習

（
Ｏ

Ｊ

Ｔ

）

安全確保、整理整頓、ヒヤリハット対応・対策、危険予知訓練

(KYT)、衛生管理、伝染病対策、メンタルヘルス

ウェブ・コンテンツ制作業（モバイル）における教育訓練カリキュラム

平成23年3月作成

訓 練 科 名 ( コ ー ス 名 )
ウェブ・コンテンツ制作（モバイル）科

（サイト運営コース）

訓練修了後

の関連職種

ウェブ・コンテンツ制作業（モバイル）のサ

イト運営（ウェブ・マスター）担当者
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応募者氏名 性別 年齢 面談者氏名 面談日

印

職種：

当該職種に求める期待人材像

１．本人の実務経験に関する事項
□ 経験がある

□ 多少経験がある

職務経歴書、採用面談、実技試験等で確認した事実 ○

○

○

○

○

○

○

○

○

２．本人の基礎能力に関する事項

職務経歴書、採用面談、実技試験等で確認した事実 ○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

３．保有資格（該当するものをチェック）
□ ウェブデザイン技能検定 □ マルチメディア検定

□ ＩＴパスポート試験 □ ＩＴコーディネータ

□ プロジェクトマネージャ試験 □ ＩＴＩＬ－Ｆ

□ コンピュータサービス技能評価試験 □

４．代表的な制作実績

「判定」欄には、次の記号を記入。　３・・・相当深い知識・経験があることが確認できた　２・・・ある程度の知識・経験があることが確認できた　１・・・知識・経験がやや乏しいことが確認できた　※・・・確認し切れなかった

「総合判定」欄には、次の記号を記入。　Ａ・・・ぜひ採用候補とすべき　Ｂ・・・採用候補とすべき　Ｃ・・・採用基準から外れる　Ｄ・・・判断留保

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

総
合
所
見

総合判定

法務の知識

著作権の侵害など、担当の日常業務において、法令順守の具体的
な確認はどのように行ったか

担当業務における事件や事故等に関する法務の知識や課題につい
て、部署内や他部門との情報共有をどのように行ったか

社内のガイドライ
ンの運用

社内のガイドラインの標準化の効果について、どのように認識してい
るか。業務の遂行のチェックはどのように行ったか

担当業務の社内ガイドラインに関して、改善や見直しを行ったことは
あるか。その改善のポイントは何か

企業倫理とコンプ
ライアンス

職業人としての自覚や社会的責任、コンプライアンスについて、どの
ような認識で仕事に取り組んだか

法令の遵守が遂行されているかの管理体制や監査、個人の行動・取
組みはどのように行ったか

日常業務の遂行において法的または倫理的な問題に直面したことは
あるか。ある場合、どのように対処したか

セキュリティに関
する知識

社内のデータ管理方法のルール化やウイルス対策について、担当業
務において具体的にどのように行ったか

担当業務における協力会社やアルバイト等の社内ルールの遵守やリ
スク管理の対応をどのように一体的に取り組んだか

判定 所見

インターネットに
関する知識

インターネットを利用したビジネスの動向等のビジネスに必要な情報
について、どのような方法で収集し、何に活用したか

インターネット使用のリスクに関して、具体的にどのような対応でセ
キュリティ対策や危機管理を行ったか

インターネットの活用やウェブコンテンツの展開方法のアイデアに関し
て、事業化への提案や取組みはどのように行ったか

③社内における
業務改善、後輩
指導、部門間連
携等

担当業務における重要視する点は何か。また、上司や先輩に業務改
善の提案等はどのようにして行ったか

興味や好奇心を持っている点や日頃勉強していることはあるか。ま
た、部下や後輩への指導等はどのような点を心がけたか

チームの規模や動き及び他部門との連携について、自部門内の調
整、連携が必要な部門との協議をどのように進めたか

上記に含まれない全般的な事項 判定の際のチェックポイント

①コンテンツ概要
と企画書の作成

モバイルコンテンツ市場の今後の動向をどう考えているか。技術や市
場動向等の最新情報をどのように収集し、活用したか

顧客や自社が必要としているコンテンツにおけるターゲット層をどのよ
うに明確化し、企画書作成に反映させたか

画面遷移イメージを含めた企画書の作成やプレゼンテーションの重要
な点をどのように考えたか。実施で工夫した点は何か

②コンテンツ運用
モデルの策定

運営上の問題を回避できる運用モデルをどのような検討を行って採
用していたか

サーバーにかかる負荷等、エンジニア等との協議を運用モデルの策
定に活かしているか

メインとなるターゲット層の設定に基づいた最適な運営体制はどのよ
うな検討を行って採用したか

人材要件確認表『コンテンツプランナー』

コンテンツプラン
ナー

自己申告 判定の際のチェックポイント 判定 面談者所見


